
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

これからもひるまず頑張ります！ 

 

 

松戸市議会議員（社会民主党公認） 

工藤 すず子 
議会報告 第 77 号（6 期第１号） 

 

 昨年 11 月 20 日投開票で行われた市議会議員

選挙において、社会民主党公認で 12 年ぶりに立

候補した工藤すず子は、皆様のご支援により、無

事に当選することができました。平和を守る思い

を皆様に受け止めていただいたことに感謝すると

ともに、暮らしを守るためにひるまず声を上げなけ

ればと決意を新たにしているところです。 

  

  

 

 防衛予算拡大のための増税への批判を受け、

今度は「異次元の少子化対策」の名目で財源確

保が必要だという岸田首相。しかし、高齢化社

会に向け、社会保障拡充のためにと導入された

消費税が、3％から 10％まで引き上げられても

社会保障はよくなるどころか負担は増えるばかり

です。今度は少子化対策、子育て支援を名目

に増税、私たちはもうだまされたくありません。 

 コロナ禍に続いて、今度は物価高の嵐、収入

は増えず生活はますます厳しさを増しています。

しかし政治は主権者である国民の暮らしに目を

向けることなく、国を守るには防衛予算拡大が必

要、財源確保には増税をと言います。何よりも命

を最優先すべき政治が、命を奪う戦闘機やミサ

イル、軍事に税金をつぎ込むのは、国民の命を

危険にさらすことになるのではないでしょうか。 

 市議会議員選挙での 35％弱の低投票率を見

ると、選挙どころではない生活に追われていると

いう、厳しさの裏返し、あきらめかもしれません。 

私はこれからも 『 がんこに平和 くらしが一

番 』 で、ぶれずにひるまず頑張ります。 

 

 

がんこに平和 くらしが一番 

  少子化対策で消費税増税？

私達はもう騙されない！ 
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質 問 

とから、今後、市街地の除草や伐採については適

宜県に要望してまいります。 

 

  

 単に景観や防犯のためということではなく、日常

的に必要な災害対策として、確実な管理、伐採

を実施していただくよう県への働き掛けをお願い

します。 

 

写真 

  

 

 

 

12年ぶりの質問・答弁わずか 25分 

防災や減災対策で残されている課題は 

 

 

江戸川氾濫の前に心配されるのが坂川の氾

濫です。その坂川では、小山や矢切地域に川

の流れを阻害する草木が、土手の内側に生繁

っているのが見受けられます。坂川は県の管理

ということですが、樹木が成長する前に日頃から

の管理・対策が必要ではないでしょうか。 

 

 

 県に伺うと雑草等は川の流れを阻害する原因

とはならないことから、河川巡視や堤防点検など

に必要とする範囲を中心に除草を実施とのこと。 

しかし、市としては雑草や雑木が繁茂している 

護岸は、景観や防犯の観点からも好ましくないこ 

 

 

 

 

内水氾濫に日頃から 

対策強化を 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の方に対し、防災意識の向上に努めている。 

課題ですが、「JR 常磐線西側の『洪水浸水想定

区域』から東側台地部への円滑な広域避難の検

討」、及び「災害発生時の迅速な情報発信」につ

いて課題ととらえ継続して検討を行っている。 

常磐線西側への広域避難に関して、重要なこ

とは避難指示のタイミングであり、国と連携し、早

め早めの情報発信をすることとしている。万が

一、逃げ遅れた際の対策として、公共施設や民間

企業の堅牢高層な建物への垂直避難を周知し。

垂直避難に協力いただく企業との協定も進める。 

 メールや市の HP、ツイッターなどの活用の他、

新たな情報伝達手段の検討も。今後もパートナー

講座などきめ細やかな防災普及啓発を行う。 

 ２０１７年に作成された国交省発表のハザード

マップによれば、江戸川で最大規模の氾濫が

起きると、3日以上浸水したままの場所が明らか

になっています。江戸川べりに住んでいる者にと

っては非常に不安を感じるところです。 

防災や減災対策を進める中で、現状はどん

な課題が残されているのでしょうか。 

 

 
2017年水防法の改正に伴い、江戸川・坂川・新

坂川などの中小河川に関わる「想定最大規模の

洪水浸水想定区域」が公表されたことを受け、防

災・減災対策の見直しを図る、「水害ハザードマッ

プ」及び「マイ・タイムライン」を作成し、広く市民 

防災・減災の対策は日頃からの備えを 

総務部長答弁 

工藤すず子の質問 

工藤すず子の質問 

再度要望 
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工藤すず子の質問 

《再質問》 

廃止の条例を議決した 3 月議会では別棟

を建設すること、その完成まで 1年の空白が

生じることを各議員は承知していなかった

のではないか、と質しましたが、当局は廃止

を決めてから建設事業費を予算化するとい

うことで、当初から空白期間は把握済みであ

り、その間、総合医療センターで機能を継

承、患者を受け入れる方針との主張に終始。 

跡地活用説明会で 

明らかになった成果と課題は 

 

成果とかアイ 

病棟建設まで 1 年の空白、緩和ケア病床の機能継承は 

緩和ケア病棟完成まで東松戸病院廃止を延期すべき！ 

工藤すず子の質問  

11 月 6 日、梨香台小学校で『跡地活用説明

会』が行われ、私も参加しました。出席者は地元

の方々ばかりではなく、跡地活用に向けた意見よ

りも、病院の存続に向けた意見がより多く発言さ

れていたと感じたところです。 

 私は所要のため途中で退席しましたが、当日 2

回の説明会ではどんな成果があり、課題が明ら

かになったのでしょうか。 

病院事業管理局長答弁 

説明会は午前79名、午後61名が参加。福祉医療

センター廃止後の跡地活用の方向性、及び今後の

スケジュールを説明し、アンケートを配布、説明会場

での発言やアンケートでご意見をいただいた。 

 跡地に求める施設としては医療機関を望む声が

多いなど、市民の皆様のご意見を伺えたことは一

定の成果と考える。一方、福祉医療センターの廃止

に反対するご意見もありましたが、令和 4年 3月の

条例改正により決定していることについての周知 

が不十分であったことを課題と認識している。 

 

 

工藤すず子の質問 

  

緩和ケア病床の機能継承は 

が機能しておらず、コロナ感染症の先行きにも不

安のある中、継承が可能なのでしょうか。 

 別棟建設完了まで、東松戸病院の廃止時期を

先送りすべきだと私は考えますが、病院事業者と

していかがお考えでしょうか。 

病院事業管理局長答弁 

 令和 6 年 3 月末の東松戸病院閉院の後、総合

医療センターにおいて緩和ケア病棟が開設でき

るのは令和 7年 4月と見込んでいます。 

その間については、一般病床の個室等を緩和

ケア用の病床として、必要な患者さんを受け入れ

たいと考えている。一般病床と緩和ケア病床を

比較すると療養環境が異なることもあるので、

患者さんやご家族のご希望に沿って、対応してま

いりたいと考えている。 

現在新型コロナ患者用の専用病床を確保する

ため、一般病床については一定の制限を行って

いる。今後の感染症への国・県の対応が変化する

ことも予想されるので、病床利用の変更も視野に

入れて検討を進めている。 

従って福祉医療センター廃止の先送りは現在

のところ考えておりません。 

 

東松戸病院にある緩和ケア病床 20 床の機能

を継承するため、敷地内に別棟を建設するとい

うが、その建設が完了するのは東松戸病院の

廃止から一年後になるとの説明がありました。そ

して、緩和ケア病床の機能は総合医療センタ

ーが継承するとの説明ですが、現状でも 44 床 

(３) 


